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対象とする問題、範囲（スコープ）：4E02 
工場間工程間のモノと情報のリアルタイム連携  

Ｐ 
計画 

Ｄ 
実施 

Ｃ 
解析 

Ａ 
改善 
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製品軸（モノ） 

（顧客側） （供給側） 
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IVRA-NextにおけるWG4E02の対象について 

製品ライフ 
サイクル 

工程サービス 
サイクル 

工程ライフ 
サイクル 

製品サプライ 
サイクル 

インスタンス タイプ 

製品 生産 
ライン 

製品 
モデル 

工場 
モデル 

企業 
モデル 

短い 長い 

サイクルタイム 

WG4E02が対象とする問題、範囲（スコープ）は、 
IVRA-Nextにおいて２つのサイクルに該当します。 
工程サービスサイクル → リアルタイムトレーサビリティ 
工程ライフサイクル → リアルタイム製造原価計算モデル 
 
WG4E02が対象としているフォーカスしている視点は、 
各視点ごとに絞り込む。 
資産の視点 → M:ひと、M:機械、M:材料 
活動の視点 → P:計画、D:実施 
管理の視点 → Q:品質、C:原価、D:納期 
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IoT/MESデータによる製造現場の可視化、その先について 
さらなる拡張MESデータ取得と取得したデータの利活用 
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（問題の背景、困りごとの構造） 
背景：これまでのWGでセンサや画像／音声など情報を収集して、MES（製造実行システム）上で一
元管理するとともに、企業間／工場間／工程間で双方向で共有する仕組みを構築した。そのデータを
活用して工場間連携によるトラブル対応や生産の最適化やカイゼンに取り組んできたが、更なる課題とし
てこのMESデータを経営と顧客（取引先）に直接貢献するデータの利活用が不十分であった。 
 
課題：IoT/MESデータを活用して、経営者と顧客のための新しいサービス（価値）を提供する 
１，経営者のために、IoT/MESデータを利活用した製造原価モデルを作る（月次→週次／日次） 
  →標準原価計算をベースにして、配賦処理をIoT/MESデータの活動原価計算で置き換えて 
   リアルタイム原価計算モデルを作る（月次→週次／日次で製品別ロット別原価計算の算出） 
２，顧客のために、IoT/MESデータを利活用した高精度トレサビリティ・サービスを提供する 
  →企業間・工場間でモノ（原材料／仕掛品／製品）の製造履歴を収集・共有する仕組みとして 
   GPS測位情報（GNSSによる高精度位置情報）と高精度な時刻同期機能（GMC：グランド 
   マスタークロック）を属性データとしてMESデータに追加する。リアルタイム・トレーサビリティを実現。 
期待する効果： 
１，経営者は製品別ロット別リアルタイム製造原価（月次→週次／日次）情報をいつでも入手可能 
   リアルタイム原価計算モデルを使って精度の高い原価シミュレーションが可能 
 ※従来の製造原価は、月次処理後に経費配賦してから作成されるため経営判断に利用できなかった 
２，ヒト／モノ（原材料／仕掛品／製品）のMESデータにGPSデータとGMCデータを追加することで、 
   高精度なリアルタイム・トレサビリティが実現する。GPSデータとGMCデータの改ざん防止機能を 
   備えれば、製品の製造過程や全輸送情報をエビデンス（証明）として顧客へ提供できる。 
   （品質データの改ざん防止やリコール発生時のトレサビリティとして有効となる） 
 ※位置情報と時刻検索で、その製品の所在や履歴を即時に見つけることが出来る。 
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拡張MESデータ取得と取得したデータの利活用その１ 
IoT/MESデータを利活用したリアルタイム製造原価計算モデル  
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これまでの実際原価計算は、配布など複雑な処理が
必要だったため速報性が低かった。また、標準原価計
算は速報性は高いが精度に問題があった。 
 
IoT/MESデータを使った活動ベースの原価計算を導
入することで、従来の問題点を解決することが可能。 
 
 
IoT/MESデータによる活動ベース原価計算（リアルタ
イム実際原価管理）の実現 
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拡張MESデータ取得と取得したデータの利活用その１ 
IoT/MESデータをコスト換算するメリットについて  
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拡張MESデータ取得と取得したデータの利活用その２ 
IoT/MESデータを利活用したリアルタイム・トレサビリティ  
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小島プレス工業 
黒笹工場 

丸和電子化学 

真和工業 
開始：12/04,10:00- 
完了：12/05,15:00 

開始：12/05,16:00- 
完了：12/07,17:00 

開始：12/07,17:00- 
完了：12/08,12:00 

小島プレス工業 
黒笹工場 

丸和電子化学 
 

真和工業 
 

RFID + GNSS RFID + GNSS RFID + GNSS 

＜現状の課題＞ 
 複数工場間の製造実行進捗を１つの仕組みで簡単に管理できない。 
 ・工場ごとに、情報とモノを管理するシステムの仕様や内容が違う。 
 ・変更や遅延などが発生してもその情報や状況が相互に見えない。把握できない。 
＜発生する問題＞ 
 ・異常の調査時などにﾄﾚｰｽするための情報が途切れており調査が難航する。 
 ・工場間工程間でバラバラの情報をつなぐ仕組み、道具がなく、 
  手作業による手間やﾛｽが多々ある。滞留する場所と時間が把握できない。 
＜工場間移動と工場内工程間の情報をGNSSで一気通貫で共有する＞ 
準天頂衛星みちびきのGNSSデータは、誤差10センチメートルの位置情報をリアルタイムに把握できる。 
GNSSの屋内位置情報が利用可能となれば、サプライチェーン・マネジメントとトレーサビリティの融合が実現し、これに
EDI/MES/FinTechなどデータと連携出来れば、次世代ものづくりの統合データ基盤となりカイゼンへの効果が見込める。 
各工場のMESやRFIDデータにGNSSを組合せてサプライチェーン＆トレーサビリティのリアルタイム統合管理を実現 

＜モノ：現実世界＞ 

＜情報：サイバー世界＞ 

セル生産 
段取→組付→検査→出荷 

ライン生産 
入庫→段取→加工→塗装→検査→出荷 

デポ作業（物流サービス） 
集荷→梱包→パレット積み→出荷 

EDIシステム 

ERP： 
在庫管理 
生産管理 

MES： 
在庫管理 
品質管理 
設備管理 

EDIシステム EDIシステム ERP： 
在庫管理 
生産管理 MES： 

在庫管理 
品質管理 
設備管理 

SCM： 
在庫管理 
物流管理 

画像データ 
AR/VR 

タブレット 
タブレット 

モーション 
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工場間をまたがる情報連携（以下図表は2017報告資料より）  
真和

作業 受入 仕分 棚入 段取 実装 加工 庫入 集荷 積載 出荷 受入 仕分 棚入（受入） 棚入（市場） 段取り 生産 搬送 庫入 集荷 検品 積載 集荷・出荷

種別 素材 素材 素材 素材 素材→中間品 中間品→製品 製品 製品 製品 製品 素材 素材 素材 素材 素材 素材→製品 製品 製品 製品 製品 製品 製品

トリガー情報 トラック到着 ← 置場ｾｯﾄ
あがりか
んばん

あがりか
んばん

あがりか
んばん

← 出荷指示書 ← - トラック到着 ← 置場ｾｯﾄ あがりかんばん 生産指示データ ← 定期集荷 定期集荷 ジャーナル eかんばん ← ←

トリガー作業 -
EDIかん
ばん置場
目視

-
あがりか
んばん目

視

人がハン
ドリングで
操作

EDIかん
ばん

置場目視

あがりか
んばん
目視

内容
入荷した
素材の受
入を行う

素材を置
場別に仕
分する

素材を棚
まで運搬
し、棚と照
合して棚
入れする

生産指示
に沿って
製品の素
材を集荷
する

実装機で
基板を生
産する

実装した
基板を1個
ずつ切る

完成品を
出荷品置
場に置く

出荷品置
場から製
品を集荷
する

集荷した
製品を積
載する

トラックで
出荷する

入荷した素
材
の受入を行
う

素材を置場
別に仕分
する

素材を棚ま
で運搬し、
棚と照合し
て棚入れす
る

素材を棚ま
で運搬し、
棚と照合し
て棚入れす
る

生産指示
に沿って製
品の素材を
集荷する

完成品を
生産する

AGVで自動
集荷する

完成品を出
荷品置場
に置く

出荷品置
場から製品
を集荷する

出荷品の
誤品照合を
行う

集荷した
製品

を積載す
る

得意先へ
製品を出
荷する

照合（現行） 目視 ←
かんばん

QR
棚QR

目視 目視 目視 目視 かんばんQR 不要 - 目視 かんばんQR

EDIかん
ばんQR
棚QR

あがりか
んばんQR
棚QR

棚QR なし なし 目視
社内かん
ばん
QR

eかんば
ん
QR

不要 eかんばんQR

関連ＤＢ 構成品DB 構成品DB 構成品DB 製品DB 製品DB
製品DB/
箱DB

箱DB 箱DB 箱DB 箱DB 構成品DB 構成品DB 構成品DB 構成品DB 製品DB 製品DB/箱DB 箱DB 箱DB 箱DB/受注DB 箱DB/受注DB 箱DB

明示 EDIかんばん ← ←
EDIかんば
ん→社内
かんばん

社内かんばん 社内かんばん 社内かんばん

社内かん
ばん→EDI
かんばん

EDIかんばん EDIかんばん EDIかんばん EDIかんばん EDIかんばん

EDIかん
ばん

→社内か
んばん

社内かんばん 社内かんばん 社内かんばん 社内かんばん 社内かんばん eかんばん

社内かん
ばん

→e-かん
ばん

eかんばん

デバイス なし なし ハンディ なし なし なし なし ハンディ ← - なし ｳｪｱﾗﾌﾞﾙ ｳｪｱﾗﾌﾞﾙ ｳｪｱﾗﾌﾞﾙ ｳｪｱﾗﾌﾞﾙ タッチパネル AGV なし ｳｪｱﾗﾌﾞﾙ タッチパネル ﾎﾛﾚﾝｽﾞ

帳票 - - - 段替表 なし 製品確認表 なし 出荷指示書 ← - 納品書 なし なし なし 段替表 製品確認表 出荷指示書

端数を持っていく RFID候補 出荷指示書

出荷場で
印刷･差し
立て

受入
データ

入庫
データ

ピッキング
データ

生産実績
データ

最終製品
データ

集荷
データ

発注
データ

棚入れ
データ

受入出庫
市場入庫

ピッキング
データ

組付
データ

集荷
データ

検品
データ

得意先
受領ﾃﾞｰﾀ

黒笹 丸和

備考

タブレット ＡＲ拡張 

トレーサビリティ 

※原材料／仕掛品にエッジデバイス（ID/GPS測位データ/GMCなど）を付けたボード（SPRESENSE）を付
けてこのデータを把握する。製品ごとに異なる全ての生産工程データを全て自動的に紐付る（MB上で実現） 

動作分析 
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拡張MESデータ取得と取得したデータの利活用その２ 
リアルタイム・トレサビリティより製造工程履歴を顧客へ提供   
顧客（取引先）へリアルタイム・トレーサビリティを提供するサービスを実現する（付加価値を高める） 
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業務シナリオ（As-Is）トレーサビリティ&リアルタイム原価  
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組付 

生産指示 
（かんばん） 

材料 
運搬者 

材料乾燥 
指示 

（かんばん） 

材料 
乾燥 

成形機 
材料 
運搬 

検査者 

検査 

成形 

組付 
外段取り者 

成形 
外段取者 

在庫 
(市場) 

部品 
集荷 

組付 

ライン 
作業者 

完成品 

受入 

受入者 

購入
部品 

棚入 
部品 
出庫 

出庫者 出庫者 

成形 
外段取者 

材料 
入荷 

発注 
データ 

材料 
運搬者 

材料を 
受け入れる 

材料を 
乾燥させる 材料を 

運搬する 治具交換する 
成形開始する 

目視検査 
する 

成形品を 
運搬する 

部品を 
集荷する 

生産指示 
（データ） 

出庫指示
（かんばん） 

発注 
データ 

集荷指示
（データ） 

生産する 

市場へ 
棚入する 

部品を 
出庫する 

購入部品を 
棚入する 
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ロジックチャート 
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ﾛｯﾄ累積原価 
情報ﾓﾆﾀ 

原価情報 

受入作業 

入荷情報 
ﾄﾚｰｽ情報 

実績取得 
（ﾛｯﾄ、ﾄﾚｻﾋﾞ） 

設備 
伝票・帳票 

棚入作業 

棚入情報 
ﾄﾚｰｽ情報 

実績取得 
（ﾛｯﾄ、ﾄﾚｻﾋﾞ） 

設備 
伝票・帳票 

集荷作業 

集荷情報 
ﾄﾚｰｽ情報 

実績取得 
（ﾛｯﾄ、ﾄﾚｻﾋﾞ） 

設備 
伝票・帳票 

成形作業 

ﾛｯﾄ情報 
ﾄﾚｰｽ情報 

実績取得 
（ﾛｯﾄ、ﾄﾚｻﾋﾞ） 

設備 
伝票・帳票 

組付作業 

ﾛｯﾄ情報 
ﾄﾚｰｽ情報 

実績取得 
（ﾛｯﾄ、ﾄﾚｻﾋﾞ） 

設備 
伝票・帳票 ﾛｯﾄ累積情報 

ﾛｯﾄ累積 
原価計算 
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情報デザインチャート 
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業務シナリオ（To-Be）トレーサビリティ&リアルタイム原価   
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組付工程 

生産指示 
（かんばん） 

材料乾燥指示 
（かんばん） 

材料 
乾燥 

成形機 
材料 
運搬 

検査 

成形工程 

在庫 
(市場) 

部品 
集荷 

組付 完成品 

構成品入荷工程 

受入者 

購入
部品 

棚入 
部品 
出庫 

出庫者 出庫者 

材料 
入荷 

発注 
データ 

生産指示 
（データ） 

出庫指示 
（かんばん） 

発注 
データ 

集荷指示
（データ） 

材料 
運搬者 

検査者 組付 
外段取者 

成形 
外段取者 

ライン 
作業者 

成形 
外段取者 

材料 
運搬者 

材料を 
受け入れ、 
ｺｰﾄﾞを読む 

材料を 
乾燥させる 

材料を 
運搬する 

治具交換する 
成形開始する 

目視検査 
する 

成形品を 
運搬する 

部品を 
集荷する 

生産する 

市場へ 
棚入する 

部品を 
出庫する 

購入部品を 

受入／棚入
する 

入荷情報 

ｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ 

材料ﾛｯﾄ情報 

ｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ 

ﾄﾚｰｽ情報 
ﾄﾚｰｽ情報 

成型生産情報 
（設備情報） 

成型ﾛｯﾄ情報 
ﾄﾚｰｽ情報 

検査情報 
（異常情報） 

ﾀﾌﾞﾚｯﾄC 

ｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ 

検査ﾛｯﾄ情報 
ﾄﾚｰｽ情報 

棚入ﾛｯﾄ情報 

ｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ 

ﾄﾚｰｽ情報 
集荷ﾛｯﾄ情報 

ｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ 

ﾄﾚｰｽ情報 
製品ﾛｯﾄ情報 

ﾄﾚｰｽ情報 

検査情報 
（異常情報） 

組付生産情報 

ﾀﾌﾞﾚｯﾄC 

ﾛｯﾄ累積原価 
情報ﾓﾆﾀ 

ﾛｯﾄ累積 
原価情報 

原価情報 

入荷情報 

ｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ 

ﾄﾚｰｽ情報 
棚入情報 

ｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ 

ﾄﾚｰｽ情報 
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今後の予定、その他ひとこと 
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（今後の予定） 
０，拡張MESデータの取得： 
  ・原材料/仕掛品の情報は、生産現場データをタブレット（タイテックさまより提供）で取得する 
  ・ヒトの動作情報を、mcframe MOTION（東洋ビジネスエンジニアリングさまより提供）で取得する 
  ・全ての拡張MESデータを、MotionBoard/MESOD（ウイングアーク1stさまより提供）に上げる 
   全ての情報の見える化と遠隔制御はMotionBoardと連携するアプリケーションで簡易CPSを実現 
１，リアルタイム原価計算モデル： 
 原価管理システム（mcframe原価管理、東洋ビジネスエンジニアリングさまより提供）を利用して、こ
の上でリアルタイム原価計算モデルの試作およびデータ検証を行う。検証データは、丸和電子化学様より
提供を受けて実績データで行う予定。 
２，GNSS測位情報/高精度な時刻同期機能GMC（グランドマスタークロック）を拡張MES各データ 
   に追加して、GPS位置検索とGMC時間検索（OSIsoft社PI System利用）を実現する。 
   エッジデバイスにより取得された高精度位置情報は、MES内で工程位置→実績データに変換する。 
   これによって、企業間／工場間／工程間で拡張MESデータを活用したリアルタイム原価計算 
  （および原価シミュレーション）やリアルタイム・トレーサビリティが可能となり、MESデータを経営と顧客 
  （取引先）に直接貢献するデータ活用の道を拓く。 
（実証実験） 
０，タブレットおよびヒトの動作情報を取得する 
１，拡張MESデータを使って、リアルタイム原価計算モデルの試作を行う 
２，GNSS測位情報と高精度な時刻同期データをMESデータに追加する 
３，簡易MESツール（MotionBoard/MESOD）上で上記0～2のデータを可視化する 
４，MESデータ活用の効果やメリット/デメリットについて考察する 
５，エッジデバイスに組み込む独自アプリケーションについて検討する（オプション） 


